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—編集後記—

土壌の物理性 139号をお届けします．いかがだったで
しょうか？次回，140号からは寒冷地特集がスタートし
ます．楽しみにしていてください．

さて私ですが，土壌物理学会の編集委員を担当するの

は実は 2度目で，1度目の任期は 2011 ∼ 2012年度でし
た．編集委員の顔ぶれを見ますと，1度目の時も 2度目
の時も大学や公設農試等，研究機関の方々が中心で，私

のような民間企業に所属している者が編集委員を担当す

るのはまれだと思います．構成メンバーが研究機関中心

の学会なので，「なぜ民間企業の会社員が土壌物理学会

に？」と疑問を持つ方もいらっしゃると思います．そこ

で簡単に私の会社の紹介をしたいと思います．

私の所属する（株）ズコーシャは，帯広に本社を構え

る建設コンサルタント会社です．北海道十勝という土地

柄，農業に関連する仕事が多く，畑地や草地の測量や設

計を行う部門に加え，土壌 ·作物調査等の農業調査部門
を持っています．私は調査部門に所属しており，暗渠排

水や土層改良等，土壌の物理性に関係する調査に取り組

むことが多いです．このような経緯から土壌物理学会に

入会し，最新の知見を収集するようにしています．

そのような中，昨年度，今年度と多湿黒ボク土畑で融

雪時の暗渠排水の流量観測を行う機会がありました．農

耕期間が積雪で限られている北海道ですから，融雪時の

迅速な排水は大変重要です．しかし，昨年度は融雪時に

全く暗渠から水が流出しませんでした．その後普通に営

農が開始され，そもそもこの圃場に暗渠が必要なのかと

いう疑問を持ちました．しかし，今年度は融雪直後から

暗渠排水からどんどん水が流出し，流出が終わったのは

観測を始めてから約 4週間後でした．確かに今年度は 3
月上旬に大雪が降ったのですが，そのことが，この極端

な融雪時の暗渠排水の年次差を説明できるほどの要因に

思えません．改めて，土壌の物理性の奥深さを感じてい

るところです．

後 1年弱，編集委員に従事する期間が残されています．
期間中に，この奥深き土壌の物理性を誌面上で少しでも

紐解いていければ良いなと思っています．
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